
無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

「働き方改革」は、一人一人の「生き方改革」

まずやってみる、挑戦してみるを大切に。
一人一人の小さな気づきや工夫を学校全体に広げ

みんなが幸せになれる職場に。

① 雲南市立加茂小学校（児童生徒295名　教職員約30名）報告者氏名：【主幹教諭】郷原秀文Ａ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 雲南市立加茂小学校（児童生徒295名　教職員約30名）報告者氏名：【主幹教諭】郷原秀文
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 職員会議改善・
精選

紙媒体で実施・事前の印刷、配付等
に時間がかかる。
会議開始、終了時刻が明確でない。

職員会議資料をPDFデータ化、校務
パソコンの画面をみながら、職員室
にて実施。
議題簿に開始・終了時刻の明記。

資料印刷や配付等の手間が省け、時
間通りに会議をスタートできるように
なった。終了時刻を守る意識が高まっ
た。
職員会議文書の確認や検索が効率
よくできてよい。

その他ペーパーレスにより効率化が図
れることを増やしていく。

7/ 10

② 職員室ホワイト
ボードの整備

ホワイトボードが有効活用されてい
ない。
どのような情報を掲示・記入するか
が不明確。

ホワイトボード領域の区画整備。
必要な紙面等の掲示や、特別教室
の利用状況等の区画を整備。

どのように使ったらよいかが分かりや
すくなってよい。
必要な情報共有がしやすくなった。

今後も必要な情報共有場所、その利
用の仕方についてのアイディアを募集
する。

5/ 10

③ ICTの活用によ
る情報共有・活
用

全職員の日々の情報共有が難しい。
非効率的な反省やアンケートがあ
る。
各種賞状や記録証などの印刷等に
時間を要する。

Teamsやデジタル日報を活用し、情
報共有。Formsを利用したアンケー
ト。使い方の研修等。
ICT堪能な先生によるシステム作
成。

情報共有がしやすい。
日報の印刷や配付の手間が省けてよ
い。

定期的な研修会や利用の機会を設定
する。
一人一人の事務効率化等につなげ
る。

8/ 10

④ バス当番の担任
負担の軽減

放課後、バス利用児童の送り出し、
見守りのために、放課後の校務時間
がなくなる。

担任外（校長・教頭・主幹・養護教
諭・栄養教諭）での当番制に変更。
担任の放課後の時間を確保。

放課後の時間の確保ができて助かっ
た。
自分たちの学年だけ対応してもらった
感があり申し訳ない。

担当者のかかわり方について、より子
どもたちのためになるあり方について
考えていく。（自分で考えて判断できる
ような関り）

7/ 10

⑤ 学校文集の改革 60号以上続いている全校文集があ
るが、業者との編集・校正作業に手
間がかかる。業者が担っている部分
が多く、細かな変更等が手間。〆切
に追われる。

高学年は一人1タブレットPCを活用
し、データでの原稿作成を進める。
編集・校正は学校で行い、業者に
は印刷・製本を依頼。

【現在進行中】
〆切が遅くなり余裕が出来るのは助
かる。
こちらで修正作業が出来てよい。
担任の手間が増えそう。

今年度の制作を終えて、次年度に向
けての方向性を決めておく。

9/ 10
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② 雲南市立加茂小学校（児童生徒295名　教職員約30名）報告者氏名：【主幹教諭】郷原秀文
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

⑥ 学校行事（学習
発表会）の見直
し

地域の施設を利用しての学習発表
会が行われている。その計画、準
備、練習に多くの時間を費やしてい
る。

今年度の取組について全職員で振
り返り。Formsでの反省と同時に、
対面での話し合いを実施し、次年
度の方向性を決める。

例年通りで行ってきたものを変えてい
くことにはエネルギーがいるが、全員
で共通理解を図り進められるとよい。
対話することで、文面には表せないこ
とや表しにくいことなども話すことが出
来てよい。お互いの思いを知ることが
出来てよかった。【現在進行中】

第2回の検討会を1月中に実施。
今年度中に、次年度の方向性を決め
て、年度の初めから計画的に取り組め
るようにする。

8/ 10

⑦ 欠席・遅刻・早退
連絡のデジタル
化と情報共有

欠席・遅刻・早退連絡は、基本的に
朝の電話対応。電話対応や情報共
有に手間がかかり、連絡の行き違い
などもある。

保護者からの欠席連絡をFormsを
利用して行う。また、TeamsとPower
Automateを活用し、欠席等の連絡
状況を、見たい時にいつでも閲覧
できるようにする。

朝の電話連絡がなくなり、時間をとら
れなくてよい。最新の情報をいつでも
確認できてよい。職員室まで戻った
り、教室に連絡に行ったりという手間
がなくなった。情報が蓄積され、後
日、欠席情報を確認することが出来
る。

今年度3学期より試験運用を開始して
いる。年度末に評価し、次年度は正式
運用を目指す。

5/ 10

⑧ 学期幹事の仕事
の見直し

幹事がお菓子を定期的に買ってくる
仕事があるが、それぞれに負担感が
ある。

お菓子の準備はやめる。（3学期よ
り）
お菓子の交換を楽しむ。

【現在、実証進行中】 3/ 10

⑨ スクールサポー
トの配置と活用

担任が学習用プリントの印刷やテス
トの採点等、様残な学級事務に時間
を要している。

担任の学級事務の負担軽減のた
めに、スクールサポート（公務支援
員）に各種業務を依頼する。

担任の学級事務の負担軽減につなが
り、児童とかかわる時間の確保や担
任の時間的なゆとりが生まれた。

6/ 10
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  ■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
　働き方改革＝時間を短くする、仕事を減らす　ではない。一人一人の生き方を尊重する。
　小さな気づきを言える、広げられる職場に。職員間の日々の対話を大切にして、「まずやってみよう」の精神で。　

①【ターニングポイント 】

研修会に参加し、担当者とし
ての自覚をもつ

澤田先生の書籍を学校書籍と
して各学年部1冊購入。

【ターニングポイント③ 】
学校行事の忙しさに追われて、働き方

改革推進の業務が停滞。

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

学校の声
理想はわかるけど、現実は難しいなぁ。
参考になることや共感できることがたくさんあり
ます。

③ 雲南市立加茂小学校（児童生徒295名　教職員約30名）報告者氏名：【主幹教諭】郷原秀文

【ターニングポイント② 】
職員に業務改善のアイディア募
集。募集から出てきたことを具体

にし実行。

【ターニングポイント④ 】
今年度の学習発表会のふりかえり
今後の在り方についての検討
全員集合型での実施

Ａ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

バイアスを取り除く
～とりあえずやってみよう～

他人事→自分事
どうせやっても変わらない→やったら変わった
これ以上負担は減らせない→負担が減った

① 松江市立大庭小学校（児童生徒509名　教職員約40名）報告者氏名：主幹教諭　折坂明彦Ｂ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 松江市立大庭小学校（児童生徒509名　教職員約40名）報告者氏名：主幹教諭　折坂明彦
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的難

易度

① 保護者への協力要
請

勤務時間終了後に電話をかけてこ
られる保護者が多い。

学校だよりで、働き方改革の必要性を
伝え、それとともに「電話は 16：50まで
に」とお願いした。

現状を理解し、協力してくださる
保護者が多く、電話はそれまでよ
りかなり減った。

協力へのお礼を学校だより等で伝
えることで保護者へ感謝の気持ち
を伝える。

2/ 10

② 「秒単位」「分単位」
の時間を捻出

日直業務に負担感あり。
電子黒板や教員用タブレットを教
室外の所定の場所で保管するの
が手間。

日直業務。朝のお茶つくりはやめ、マ
イ水筒に。電子黒板・教員用タブレット
は教室保管ＯＫ

毎日行う作業を１分・２分と削っ
ていくことで、トータルとして時間
を作り出せた。

一定期間実施したら振り返りをす
る。元のほうがよかったという意見
もあると思うので、柔軟に対応す
る。

1/ 10

③ 無駄な時間をなくす
工夫（例）電話の着
信履歴を残してし
まった）

電話をした相手が出ず、着信履歴
が残ってしまったとき、折り返しの
電話があっても、授業中や帰宅後
のことあり。電話をとった者は、誰
が電話したか分からず困る。

所定の「電話伝言メモ」に、向こうから
連絡があったときに伝えてほしいことを
記入し、電話の近くに掲示する。

誰が電話をとっても、そのメモを
見れば分かるので、すぐに対応
できる。

他にも無駄な時間がないかアンテ
ナを張り、あればやり方を変えてい
く。

1/ 10

④ 欠席連絡 毎朝、欠席連絡の電話が多くあ
り、他の業務に影響がある。

googleフォームを活用し、Webで連絡し
てもらう。

朝の電話連絡が減り、業務がス
ムーズに。欠席状況が養護教諭
に正確に伝わるようになった。

必要に応じて、入力内容を更新す
る。

6/ 10

⑤ 通知表の変更 年間３回の通知表は、やはり負
担。

前期（４～９月）・後期（１０月～３月）の
２回に変更

学期末の負担が大きく減った。授
業も余裕をもって進めることがで
きた。

「前期配布時に回収するのかしない
のか」の検討をする。

5/ 10

⑥ 継続した働き方改
革

そのときいいアイディアが浮かん
でも、忙しくて働き方改革担当に伝
える時間がない。

「大庭小Happy project掲示板」の設
置。小さなホワイトボードと付箋を用意
し、職員室に設置しておく。何か思いつ
いたらそこに貼っておく。

実施した取組の改善点も貼って
もらったことで、より職員の実態
に即した取組に変えていくことが
できた。

来年度も「自走」できる環境をつくる
ために、誰もが手軽に考えを伝えら
れるようにしたい。

1/ 10
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学校の声（12月振り返りア
ンケートより）
改革が進んで大変ありが
たい。気持ちよく働けてい
る。

7

■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
　「これはこうあるべき。」「これ以上負担は減らせない。」では、働き方改革は進まない。
バイアスを取り除き「とりあえずやってみよう。」というフットワークの軽さや頭の柔らかさが大事。

【ターニングポイント① 】
どうやって改革を進めていいか分か
らず戸惑っていたが、夏休みに本を
読んだり、第1回研修での学びや管
理職の話を聞いたりする中で、方向
性が見えてきて、やる気が出てき

た。

②【ターニングポイント 】
全職員でのキックオフミーティング
及び実施項目検討。たくさんのアイ
ディアや意見が出た。みんなの働き
方改革への期待感の高さを感じ

る。

【ターニングポイント③ 】
来年度へ向けて行事や時程など
の「大物」の検討。より働きやす

い職場になる予感。

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 松江市立大庭小学校（児童生徒509名　教職員約40名）報告者氏名：主幹教諭　折坂明彦Ｂ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

できることからやってみよう
～働きやすい職場づくりを目指して～

① 隠岐の島町立都万小学校（児童生徒56名　教職員約16名）報告者氏名：戸田　絵理Ｃ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
バイアスを取り除き、みんなでアイディアを出し合い、できることからやってみよう。小さなことでもやってみて「働きや
すくなった。」と感じることが増えると、心にゆとりができ、やる気 UPにつながる。

①【ターニングポイント 】

・職員会議でワークショップ
・働き方推進員会で相談

【ターニングポイント② 】
・働き方推進委員会で決まった こ
とを実践
・訪問給食を週１回に

【ターニングポイント③ 】
・働きやすい環境づくりのアンケート
（Google Forms）
・働き方推進委員会で決まったことを実践
・Google Chatの導入
・Google Chatの活用の研修
・職員会議の議案もGoogle Chatへ
・タブレットの管理教室OK

【ターニングポイント④ 】
・学期末の事務処理のための時間確保
・働き方推進員会で年間行事の見直し

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

働き方改革＝時短、残業を減らすイメージ。
自助はない。（多忙感から）

③ 隠岐の島町立都万小学校（児童生徒５６名　教職員約１６名）報告者氏名：戸田　絵理

Google Chatや
Google Formを活
用する教職員が増
えた。

「忙しい中でもゆとりの 時
間ができた。」

Ｃ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② 隠岐の島町立都万小学校（児童生徒56名　教職員約16名）報告者氏名：戸田　絵理
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① ICTの活用 ・情報共有に上手く活用できてい　な
かった。

・職員会議の資料は、ペーパーレ　
ス化に取り組んでいるが、共有　の
フォルダから自分でPCへ職員　会議
までにデータを取り込まな　いといけ
ない。

・Google Chatを活用している他 校
の教職員に実践例を紹介し てもら
う。

・Google Chat（スペース）の有 効
活用
・Google Chatに職員会議のス
ペースを作成し、議案をPDF
で載せる。

・Google Formsの活用

・Google Chatの活用について研修 を
行ったり、教職員同士で教え 合った
りすることで、使えるよ うになってき
た。
・職朝がない日でも連絡が行き届 く
ようになった。
・職員会議の議案をPDFで載せるこ
とで、更なるペーパーレス化に つな
がり、資料を探すのも楽に なった。
・行事の反省や行事の見直し、働 き
方改革について、Google Forms のア
ンケートを作成すること
で、短時間で取り組むことがで き、
様々な意見をもらうことが できた。

・Google ChatやGoogle Formsの活用
についての研修や紹介を定期的に
行い、教職員のスキルUｐと仕事 の効
率化につなげる。

７/ 10

② 推進委員会の設
置

・働き方改革について話し合う場　が
ない。

・ワークショップや先生方から いた
だいた声の中から取り組 めそうな
ところから始める。
・既存の運営委員会に位置づけ
て、参加希望者を募り、必要 時に
開催する。

・行事の見直しについては、教職 員
からいろいろなアイディアが 出た。そ
れらの意見を来年度の 行事に多く
反映させることがで きた。

・今年度中に取り組むと決めたこと を
実施する。
・来年度から取り組むことや行事の
見直しによって変更になったこと を教
職員へ周知し、共通理解を図 る。

５/ 10

③ 学期末の事務処
理の時間の確
保

・学期末に通信票の作成など、多　
忙となる。

・学期末に５校時授業の日を設 定
し、事務処理の時間の確保 をす
る。

・１日１時間授業をカットしただ けで
はあるが、事務処理の時間 を確保
でき、忙しい中でもゆと りの時間がも
てたと大変好評
だった。

・来年度の行事予定にも学期末に５
校時授業の日を設定し、教職員に も
年度はじめに周知する。

２/ 10
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Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② 隠岐の島町立都万小学校（児童生徒56名　教職員約16名）報告者氏名：戸田　絵理

11

取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

④ 時間の有効活用 ・担任が情報交換したり共通理解　
する時間が少ない。
・職員会議が勤務時間内に終わら　
ないことがある。職員会議後に　学
担会も行うので、時間がオー　バーし
てしまう。
・タブレットを使う度に１階の図　書館
に返さないといけないのが　負担。

・訪問給食を週一回定期的に行 っ
た。
・職員会議の議案ごとの時間を 明
記し、職員会議後の学担会 の時
間を確保した。

・タブレットは、担任管理のも と教
室で管理し、１日の終わ りに必ず
保管場所へ返すこと に変更した。

・訪問給食を週に１回設定したこ と
は好評だった。
・職員会議を時間内に終わらせる こ
とで、学担会も勤務時間内に 終わら
せることができるように なった。
・その都度タブレットを取りに 行っ
たり返しに行ったりする時 間がなくな
り、授業時間を確保 でき、好評だっ
た。

・他にも改善できることはないかア ン
ケートをとったり、教職員の声 を拾っ
て検討し、改善していく。

３/ 10

⑤ 行事の見直し ・行事に追われていることがあ　
　る。
・土曜日に出校日となる行事があ　
る。

・職員会議の時に時間を取り、
Google Formsでアンケートを とっ
た。
・アンケートをもとに推進委員 会で
行事の見直しを行う。

・来年度の土曜日の行事を平日
に、家庭訪問を学校での顔合わ せ
に変更した。クラブや参観日
や児童朝会などの回数も変更を
行った。

・来年度のはじめにPTA総会で保護
者が関係する行事変更については
説明をし、保護者の理解を得る。

９/ 10

⑥ 保護者文書の
ペーパーレス化

・保護者へは、すべて文書を紙で　
配布している。

・１～２月に保護者へアンケー トを
とる。
・３月にお試しで取り組む予
定。

【アンケートの準備中】 ・４月から本格的に実施する。 ５/ 10

⑦ 共有フォルダの
整理

・フォルダの分類方法にきまりが　な
く、フォルダが増える一方に
　なってしまっている。
・前年度の文書を探すのに非常に　
時間がかかる。

・教職員にフォルダの整理の仕 方
について説明し、共通理解 を図
る。
・１月末までに新しいフォルダ を作
成。
・２～３月のところで、校務分 掌の
担当ごとに新しく作った 府フォル
ダへデータを移動さ せる。

【新しいフォルダを作成中】 ・３月中にフォルダの整理を済ませ
る。

９/ 10

Ｃ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

より良く行うために余白と余力を
まずは、業務削減。削れるものは意外と多い。
次に見えてくるのは、本当に必要なもの。
考えは一つにはまとまらないが・・・。

向かう方向はただ一つ。
『子どもたちの笑顔のために』

① 大田市立静間小学校（児童生徒62名　教職員約16名）報告者氏名：泉頭　美紀Ｄ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② ー１大田市立静間小学校（児童生徒62名　教職員約16名）　報告者氏名：泉頭　美紀

13

取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的難易

度

① 放課後の時間の
確保

日直が、放課後校内の戸締りをする
が、会議が長引いたりすると、戸締り
が勤務時間を過ぎてしまう。

戸締りをしてから会議に出る。また
は、４時半になったら戸締りを始め
る。（それまでに全職員で参加する
議題は済ませる）

職員会議なら４時半に出ることは可能
だが、それ以外だと抜けたり途中参加
はしにくい。

職員会議以外にも、抜けることの
できる会議はある。そもそも、その
会議は必要？放課後＝会議もそ
ろそろ改める時期ではないか。

3/ 10

② ICTのさらなる活
用

月に１回や定期的に提出する物があ
るが、期限が守れない家庭があり、
集める担任に負担感がある。

PTAの部会のものは、積極的な協
力をお願いしていく。
在り方を見直す時期に入ってきた
ので、PTAの部会で話し合いを行
う。

本当に必要なことなら続けるといい
が、形骸化してきているので、早急な
見直しは歓迎。

6/ 10

③ 時間の有効活用 ・通知表の所見（下書き→清書に　
かなりの時間がかかっている）
・家庭訪問→本当に必要？

来年度から・・・
・家庭訪問はやめる。児童住居 確
認は必ず（実際に行く）

家庭訪問の取りやめについて、授業
公開時に保護者へ説明をする。

所見については、各校の実態を踏
まえて今後考える。

8/ 10

④ 校外学習の礼状
のパターン化

それぞれの担当で礼状を作成し　て
いる。なくしたらという声が　あがって
いる。

学校からの礼状のパターンを全員
が共有できるようにする。

公共施設は、学校代表が出せば十
分。より濃い関係を地域とは築いてい
きたい。礼状はそんな役目を果たすも
の。

それぞれが出すという概念を取り
払い、一元化できる要素あり。

1/ 10

⑤ 時程の見直し 給食時間は４５分必要？ 給食時間だけではなく、掃除、昇降
口での見送り、来年度の時程見直
しと、それまでの慣習見直し。

放課後の時間を教材研究にあてた
い。さらなる、削減に挑戦。

まだまだみなさんからのアイデアを
募集中。構えるとなかなか出ない
が、普段の井戸端会議からなかな
かのアイデアが生まれる。

6/ 10

⑥ 幹事の仕事の見
直し

お菓子を幹事が買っているが地味に
負担感がある。

来年度から
・お菓子の購入はやめ、湯茶の み

ちょっと寂しいけど、「自分好みのおや
つをみんなに配るのも楽しいよ～。」
なんて、素敵な考え！

送別時の一人一人へのメッセー
ジ、うれしいけど書く負担感はかな
りのもの。なんせ、年度末。これも
なしにします。

1/ 10

Ｄ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② ー２大田市立静間小学校（児童生徒62名　教職員約16名）　報告者氏名：泉頭　美紀

14

取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的難易

度

⑦ 複数担当制 委員会、クラブ、地区担当それぞれ担
当複数であるが、みんなが出て指導と
いう形。

分担して空き時間を作る。 かなりの負担軽減につながる。 来年度はぜひ周知して遂行してい
く。

2/ 10

⑧ 行事の準備の
スリム化

運動会応援合戦の大道具製作。　職
員室の職員が駆り出されることもある。

大道具なし。小道具も縮小。自分た
ちでできる範囲で統一して行う。

それ以外にもスリム化できるところは
まだありそう。柔軟にアイデアを出し
合おう。

3/ 10

⑨ 行事のスリム
化

大規模な学習発表会を今年からやめ
る。

学習公開日という位置づけで、日
頃の学習を発表する形。

1/ 10

Ｄ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

15

■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと

①【ターニングポイント 】

全職員からの業務改善のた
めの意見を集める

②【ターニングポイント 】
出た意見を自助・共助・公助の視点
で分類し、共助についてできること

を考える。

【ターニングポイント③ 】
推進メンバーとその時都合のつい
た協力者数名と意見交換

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

学校の声
「こんなこと書いてもいいです
か？」「まだ、書いても大丈夫で
すか？」などの積極的な意見
が聞かれる

あれば写真

③ 大田市立静間小学校（児童生徒62名　教職員約16名）　報告者氏名：泉頭　美紀

【ターニングポイント④ 】
これから目指す方向を共有。

Ｄ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

「時間の余裕＝気持ちの余裕」

～ひとりひとりが当事者意識をもつために～

① 益田市立益田小学校（児童生徒304名　教職員約30名）報告者氏名：主任主事　宮内裕樹Ｅ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② －1益田市立益田小学校（児童生徒304名　教職員約30名）　報告者氏名：宮内　裕樹
取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

なんのための働き
方改革か？

働き方改革＝残業時間の削減なの？
・大切なことだと思うが、学校だけの取り 組みで
は限界を感じる。そして、前向き な気持ちになれ
ない。
・全職員でめざす方向性を共有したい！

益田小の働き方改革とは
・少しでも在校時間を減らし、誰もが楽し く効率
的に効果的な仕事のできるハッ ピーな職場
を創ること
・キーワードは「時短」「情報共有」「対 話」
「ユーモア」
・モットーは「深刻に考えない！」
・合い言葉は「自分も幸せ、まわりの人も 幸
せ！」と「でも、やってみる！」
・めざす具体的な姿は、「先生！益田小の 職
員室はブラックですか？」と問われた 時に、
「そ うだなぁ。ホワイトではない かなぁ。でも結
構 ハッピーよ！」くら いのことを全職員が言え
る職場を創るこ と。

働き方改革の主体者意識の醸成
・個人差はあるが、働き方改革を自分事と感じられる ように
なってきた職員が増えている？
・学校運営そのものに対しても、職員の中に主体者意 識が
うまれつつあるように感じられる。
・夏休み以降、超過勤務がわずかだが月平均４５時間
を切ってきた。

学校教育目標の達成のために
・働き方改革をめざして、さまざま な取り
組みを行う中で、学校教育 目標を効率
的・効果的に、職員全 員が充実感を感じ
ながら、達成し ていくことができるような
システ ムの構築をめざしたい。

９/ 10

放課後のゆとり わずかな時間しかない！
・勤務終了時間が１６時４０分であり、中
学年以上が下校するのが、１６時くらい であ
る。担任が教室を片付けて職員室に
降りてくると勤務時間終了間近になる。

生活時程を見直すしかない！
・１時間目の開始を早くする。
・掃除のない日を週２日に。
・職員会は火曜日に。
・週に１日だけだが、水曜日は、１５時前
には、全学年が下校する。

来年度からの実施に！
・現在、保護者への周知期間
・水曜日の朝活動が「朝学活」へ

夏休みに効果を全職員で確認
・さらに修正を加えて改善していく。 7/ 10

勤務時間 全員が一緒！
・普段は、８時１０分～１６時４０分
・長期休業日は、８時３０分～１７時

選択制の導入
・長期休業中は、８時勤務開始か８時３０
分勤務開始か、個人で選択できるように
する。
・月に１回定時退庁日も個人で選択

気持ち的なゆとりが
・自分の都合に合わせて決められることでのゆ
とり･･･。
・定時退庁の選択は今月から。
「定時に帰ろうチャレンジDay！」

「選択制」はいろいろな場面
で？
・選択制の可能性を感じた。
選択制があるといいなと思う 場
面を検討したい。

5/ 10

ペーパーレス
ICT活用

文書での伝達・共有！
・子ども達や保護者、あるいは職員間の情 報伝
達や共有が文書で行われることが多 い。

情報の伝達と共有を TEAMSに一本化
・予定表や掲示板の活用
・保護者からの欠席連絡も
・各種アンケートも電子化に
・個人懇談の申込みも電子化に

職員朝礼が必要？
・職員朝礼は週１回に
・保護者も楽になった？
・集計する手間が必要なくなった。

ＩＣＴの活用と習熟度 UPへ
・使うことでICTの習熟度もUP
・ICTミニ研修の活性化
・ICTで情報共有はできるが、職員間
の「対話」も必要？

6/ 10

Ｅ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② －2益田市立益田小学校（児童生徒304名　教職員約30名）　報告者氏名：宮内　裕樹
取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

なくす・簡略化 本当に必要！なくても大丈夫？
・学年会、通知表の所見、家庭訪問、個別 の指
導計画などなど

なくても大丈夫！簡略化しても OK！
・学年会、通知表の所見、家庭訪問、個別 の
指導計画などなど、できそうだ！

ほとんどが来年から実施だが！
・ただ今準備中！
・楽しみ！・・・。
・家庭訪問をなくして、個人懇談にしては？

まだまだあるかも！
・なくても大丈夫、簡略化できるも の ･･･、
まだまだあるかも！

5/ 10

環境 教材室や職員室の整理
・教材室には、何年前の物か分からないよ うな
教材まで積み上げられている。

全職員で大掃除！
・全職員で、教材室の大掃除！
・第２弾を計画中？

教材室はすっきり！
・あとは･･・。

職員室の大掃除、机上の整理整
頓も･･・。 5/ 10

対話 ICTの活用で対面でなくても情報共有でき
るが、職員間の交流や対話は必要
・ちょっとした対話スペースがほしい！
・職員による会社活動も！

教頭先生大活躍！
・お茶飲みスペースに椅子が！
・校長室の長机は、キャンプ用に！
・自由参加の茶話会を計画中！

校長室の椅子等が、外部の方から好評！茶話会
会場として活用！
・学年部会、指導部会等の場としても！
・地域の皆さんからの評判も良い！（以外に）

「どんな学校にしたいのか？」など
をテーマに対話をとおして互いの
思いを共有する時間があっても良
いかも･･･。

6/ 10

Ｅ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる
Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

20

■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
重要なのは働き方を「自分事として捉えること」。そして、改革を進める「対話」が必要だと感じた。自分たちの働き方を自分たちで考え、実行することで、モチベーションを
上げることに繋がり、より働きやすい職場になる。また、困ったときに気軽に相談できる・声をあげられる、そして、それについてみんなで主体的に考えることのできる職
場になれば多様な意見や考え方を共有でき、結果的に業務の効率化・教育の質の向上につながると考える。

①【ターニングポイント 】

全校対話による意見収集。
可能なものから実現する。
（勤務時間選択制等）

【ターニングポイント② 】
夏休みが明け、日々の多忙感か
ら、なかなか改善に意識が向かな
い。
職員間でモチベーションに差が表
れる。

【ターニングポイント③ 】
職員から出た意見をもとに実践し効
果を実感。
（定時退勤、ペーパーレス化等）

【ターニングポイント④ 】
２回目の全校対話を行い、１サイク
ル目の振り返りと２サイクル目で取
り組む内容を検討。

「次年度以降も自走できる環境づく
りを目指す」

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

「学校の声」
現状をよくしたいという思いはみ
んな一緒

③ 益田市立益田小学校（児童生徒304名　教職員約30名）　報告者氏名：宮内　裕樹Ｅ小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

　対話から、こんな学校になるといいな！の
　取り組みを始めよう！
（楽しみながら取り組めるよう工夫して）

～にこにこ ワーキングチャレンジ～
（松江一中の働き方改革プロジェクト名です）

① 松江市立第一中学校（児童生徒856名　教職員約70名）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者氏名：主事　河野瑠奈　主任　勝部千恵

Ｆ中学校

Ｆ中学校

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。
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② 松江市立第一中学校（児童生徒856名　教職員約70名）　報告者氏名：河野瑠奈　勝部千恵
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 欠席等連絡シス
テムの導入

・欠席連絡等電話対応に追われる ・formsを使った欠席等連絡システ
ムを作成

・朝の欠席等の連絡が減った。
・職員が各自で欠席状況を確認でき、
効率的

・定着 9/ 10

② みんなで対話！ ・職員同士で対話をする時間が少な
い ,時間が取れない

・職員会議の時間、学校衛生委員
会、プロジェクトチームで
→働き方改革について話をするこ
とができた
・職員で清掃作業、昼食会
ICTメンター研修

・マイナス意見もあるが、前向きに捉
える人がたくさんいた！
・対話の大切さ実感

・みんなで１つのことを一緒にやること
で一体感生まれた

・対話のきっかけづくり→掲示や回覧
など 対話が自然発生するように
・ミーティング・お茶スペースづくり→配
置を一緒に考えてくれる職員を募集す
る
・コロナ渦でもできることをやってみ
る！→共通の話題で盛り上がる

9/ 10

③ 保護者との連携 ・保護者は学校の現状わからない
・学校内だけですべてをやろうとして
多忙

・「働き方改革号」として学校だより
を配信
・運営協議会のアドバイス受けて行
事等のボランティアを保護者に依
頼

・校長が宣言したことで学校・保護者・
地域全体で取組む姿勢を表明
・職員・保護者が一体となって行事を
盛り上げることができた

・学校評価等で保護者や委員からの
声を聞く（R5？） 7/ 10

④ 時程・職員朝礼
の見直し

・放課後が 16時半～、勤務時間が残
り15分→残業当たり前
・テストの丸付け時間確保できない
・職員朝礼→決まりはあるが、日直
によって進行バラバラ

・時程を見直す→R5年度運用開始
目指して案作成中
・テスト2日目も部活動休止
・朝礼進行マニュアル作成

・教員の声
「採点の時間確保できた」

・R5年度～時程変更できるよう検討積
み重ね

5/ 10

⑤ 通知表簡潔化 ・押印確認、訂正、所見記入に時間
をとられる

・担任、保護者、校長の押印廃止
・面談実施の学期は所見を省略→
面談で詳細を伝える

・今学期～実施 ・面談がない学期の所見検討 3/ 10

Ｆ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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無断転載禁ずる
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
・職員が「元気にゆとりをもって生徒と向き合う」ために、それぞれの働き方を大切にしながら…
・対話を繰り返す！色々なところで対話が自然に発生するようになると改善策やアイディアが次々と生まれる

【ターニングポイント① 】
8月下旬～9月

・校長が職員会議で宣言
・職員会議でふせん集め
・第1回の研修

【ターニングポイント② 】
10月～11月
・衛生委員会
・プロジェクトチーム結成・会議

【ターニングポイント④ 】
・12/5職員会議 職員全員で対話
・個別相談
→「ちょこっとミーティング・お茶スペー
ス」づくりを計画することに
・職員清掃作業、昼食会実施
→１つの話題で盛り上がった！！

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 松江市立第一中学校（児童生徒856名　教職員約70名）　報告者氏名：河野瑠奈　勝部千恵

【ターニングポイント③ 】
・プロジェクト会で話し合ったこと実行
＜欠席連絡システムetc.…＞
・学校運営協議会での話し合い

★ 恒常的な多忙・多忙感…
ばらばらに頑張ってる感じ

★ 取り組んでも成果の実感
がない・浸透しない
（大規模校の悩み）

学校の声
・学期末で忙しい！
・教員不足！

Ｆ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。
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ミニ講習から、活動推進の
意義を確認し、

短い時間でも、全員での話
し合いの時間をとれた。

にこ ちゃれ研修（12月5日）

④ 松江市立第一中学校（児童生徒　856名　教職員　約70名）　報告者氏名：勝部千恵　河野瑠奈Ｆ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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にこ ちゃれ研修（12月5日）
⑤ 松江市立第一中学校（児童生徒　856名　教職員　約70名）　報告者氏名：勝部千恵　河野瑠奈Ｆ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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左：

学校だよりで、生
徒・保護者に周知
（11月号）

右：

12/5の研修後の
コンサル

（方向性の確認と
さらなるアイデア
出し）

⑥ 松江市立第一中学校（児童生徒856名　教職員約70名）　報告者氏名：勝部千恵　河野瑠奈

みんなで進める
ために！

Ｆ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｆ
中
学
校

校
長
室
だ
よ
り

Ｆ
中

Ｆ中学校

Ｆ中学校

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。
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県内学校へのメインメッセージ

★ やりたい仕事に時間と労力をかけるために
　　　　・そうではない業務の改善や効率化を図る

　　　　・業務内容によっては、思い切ってやめてしまう

○ ⇒個別の対応　 　対話を大切に

① 安来市立第三中学校（児童生徒150名　教職員約30名）　報告者氏名：竹谷昌司Ｇ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。
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② 安来市立第三中学校（児童生徒150名　教職員約30名）　報告者氏名：竹谷昌司
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 職員会のペー
パーレス化と会
議室からの離脱

・担当者が作成した資料を必要数印
刷し、会議室に集まり、参加者が資
料を一枚ずつ取り、席につく。

・作成した文書は担当者が共有
フォルダに保存する。
・参加者はフォルダのデータを開
き、職員室の自席で会に参加す
る。

・担当者の印刷する手間が省ける
・ペーパーレスで経済的
・会が始まる前の資料綴に係る時間
のロスがなくなる。
・平均１０~１５分の時間短縮につな
がっている。

・記録者は紙媒体を一部準備し、ファイ
ルに綴じているが、本当に必要か検討
していく。

2/ 10

② 保護者からの欠
席・遅刻連絡を
アプリで

・電話連絡によって受けている。 ・アプリを導入し、保護者がアプリ
上で必要事項を入力し、送信する。
・クラスごとに集約されたものを確
認する。

・朝の電話対応がなくなり、業務に集
中できる。
・欠席日数などの集計は自動で実
施。

5/ 10

③ 健康チェックシー
⇒トの廃止 アプ

リでの報告

・生徒各自が家庭で検温し、プリント
に記入したものを学校で提出。
・担任がチェックし、終礼時に返却

・紙媒体の提出をしない。
・保護者がアプリ上で入力。
・クラスごとに集約されたものを確
認する。

・ペーパーレス化を図れる。
・担任の業務軽減

5/ 10

④ 健康観察のアプ
リ化

紙媒体に記録 アプリで担任が入力

⇒ 全校のものが自動集約される
・養護教諭の業務軽減 5/ 10

⑤ 超過勤務の多い
職員への個人
的なアプローチ

超過勤務時間が突出している職員
がいる。

その方の超過勤務時間を減らす。 未実施
【方法】
・改革担当教員が個人的に話しかけ
る。⇒ 可能であれば、負担と感じてい
る業務内容を確認し、精選・改善・削
減などを一緒に考える。

注意事項：① 負担感に繋がらないよう
な話しかけを心がける。② 超過勤務の
実態が、やりたくてやっている業務であ
る場合、勤務時間削減の努力が強制
的なものとして伝わらないように（押し
付けがましくならないよう）気をつける。

8/ 10

Ｇ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
やりたいことをやればいい。やりたいことをやれるように、業務をスリム化できるところを探す。という共通認識を
持った。気づきは発信する。

①【ターニングポイント 】

働き方改革研修の担当者を
依頼される。

【ターニングポイント② 】
職員会のペーパーレス化を始

める。

【ターニングポイント③ 】
・学期末の多忙感

・アプリ導入は協力者が

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

・ペーパーレス化を図れる
・会のスタートがスムーズになった
・ゴミが減った
など賛同意見多数あり

③ 安来市立第三中学校（児童生徒150名　教職員約30名）　報告者氏名：竹谷昌司

・１回の職員会につき平均
的に10~15分の短縮に
繋がっている。 【ターニングポイント④ 】

冬休みでやる気充電

Ｇ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

「働き方改革」は「やりがい改革」
～生徒も大人も心と時間のゆとりをつくる挑戦～

① 出雲市立浜山中学校（児童生徒441名　教職員約34名）　報告者氏名：教諭・須山　健太Ｈ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

31

■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
①　 対話があるから楽しくできることを再確認。みんなそれぞれに学校や自分の生活をよりよくしたいと思っている。

②　 働き方改革は、ただの時間圧縮ではない。心のゆとりづくりである。

①【ターニングポイント 】

職員会でWGのメンバーに8
人も手挙げ(^^)/

【ターニングポイント② 】
WGのメンバーで何を目指して進め
ていくかを確認。
気持ちが決まる！！

【ターニングポイント③ 】
10月実施できなかった全職員対象の
ワークショップを実施。みんなの思いが

聞けて楽しかったです。
WGに入りたいメンバー増える☆

【ターニングポイント④ 】
２つのプロジェクトが始動！！

これからが楽しみ

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

＜職員の声＞
先生方の様々な考えに触れることができました。最初は、
「仕事したいのに」と思っていましたがやってみると良い時
間でした。ストレス解消になりました。

③ 出雲市立浜山中学校（児童生徒441名　教職員約34名）　報告者氏名：須山　健太Ｈ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。
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② 出雲市立浜山中学校（児童生徒441名　教職員約34名）　報告者氏名：須山健太
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 対話へのアプ
ローチ

先生方は様々な思いを持っている
が、それぞれの業務があり、今ある
形を変えていくための対話はできにく
い状況。

8月にワーキンググループ（以下
WG）のメンバーを募り8名集まる。
11月には校内でワークショップ。

ワークショップでは、様々な意見が出
てみんなが色々変えていきたい思い
を持っていることが分かった。WGのメ
ンバーが増えた。

月1でWGのメンバーでランチミーティン
グを開催する。そこでの話し合いを企
画会にあげていく。

3/ 10

② リラックススペー
スプロジェクト

教職員がゆっくり話ができる場所が
なく、ざっ くばらんな話をもっとした
い。←校内ワークショップで出たアイ
デア。

冬休み期間中にできるところを大
掃除（管理部）
WGのメンバーの中にリラックスス
ペースチームを作成。

12月の冬休みに有志メンバーと管理
部が協力して完成。早速、先生方がソ
ファーに座りミーティング。

生徒と教員が語れるスペースを作りた
い。（生徒会の打ち合わせや短時間の
学習相談など）

3/ 10

③ 気軽に年休取り
ましょうプロジェ
クト

リラックス休暇も含めて、計画的に年
休が取得できる職場の雰囲気があ
ればいいよね。←校内ワークショップ
で出たアイデア。

「月1休みましょう名簿」を作成・回
覧し、気軽に年休取得と休暇の見
える化を図る。

年休取得チームが企画会に起案。了
承され、まずはやってみようという気
運が生まれる。

３学期から回覧できるように準備完
了。休暇を計画的にとることで見通しを
持って職務にあたることができている
かを検証。

4/ 10

④ 職朝改善プロ
ジェクト

全体朝礼と学年朝礼があり、ぎりぎり
まで情報交換をするときがある。

全体の職員朝礼を週３回に削減。
そのために、日報を活用した情報
共有にする。

日報改善プロジェクトチームが始動。 7/ 10

⑤ 定期テストの廃
止にむけて

多くの時間をテスト作成、採点にさい
ている。また、単元を通して学習を組
んでいるのにそれを切りながらテスト
をする実態がある。

R５年度から定期テストを廃止す
る。

校内ワークショップで生まれたアイデ
ア。多くの先生が好意的な反応であっ
た。

先進校の取組の情報収集や教科部会
の話し合いを経て、3学期に検討。 8/ 10

⑥ 出欠席連絡の電
子化

朝の出欠席連絡で電話の時間を多く
取られる。また、放課後も多くの家庭
連絡があり、勤務時間後に業務を
行っている。

欠席連絡はGoogleフォームなどを
活用し、放課後の連絡はメールな
どで行えるようにする。

現在教頭先生が準備中。 5/ 10

Ｈ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

短時間でも、全体で対話をすると
即実行できる改革のアイデアが出るもんですね

① 大田市立第三中学校（児童生徒8名　教職員約12名）　報告者氏名：浅野葉子Ｉ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 大田市立第三中学校（児童生徒8名　教職員約12名）　報告者氏名：淺野葉子
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① パワーアップア
ンケート

10月時点、働き方改革をすすめていくために、
職員の困りごとなどについてのアンケートを実
施。

職員の仕事に対する意
識を聞くため

結構いい感じだが、課題も分かった。
一人一人が、自分の仕事について抱
えている悩みや困りごとがことなるこ
とが分かった。

11月実施予定の職員研修に活かす 5/ 10

② 職員研修(1回
目）

10月実施のアンケート内容を元に、具体的な
施策を出して、実行していく必要がある。その
ための職員研修を行う。

短時間・小グループの対
話形式で職員の意見や
アイデアをを聞いて、まと
めた

職員の声から、具体的な改善策を見
いだせた

研修で出た改善策を実行に移す。 ５/ 10

③ ホワイトボードの
有効利用

担当している職員以外が詳しいことを知らな
かったり、変更が伝わっていなかったりする。
（情報共有の不足）

職員室の動線上にホワイ
トボードを設置し、視覚化
を図る

変更等が確認しやすくなり、見通しが
もてるので良かったと言う声が多い

さらなる有効活用（見通しをもって学校
行事に取り組んだり、変更点を職員全
員で共有できることを目指して、職員
の声を活かす。）

6/ 10

④ フォルダ整理 探しているファイルがどのフォルダに入ってい
るのか分からない。2か所に同じ資料が入って
いる。前年度の資料がそのままコピーされて
入っているため、容量不足が起こる。

文書の格納場所の統一
ファイル名の工夫
データの廃棄・整理（1月
に担当の職員が改善方
法を示す）

「旬の資料」を入れるフォルダがあり、
探しやすくなった。自分でも意識して
フォルダ整理をしようと思う。

まだ、動き出したばかりなので、これか
らどうなるか・・・

7/ 10

⑤ 年間行事の早期
策定

見通しをもって行事等の準備をしたいが、予定
が立たなくて足踏み状態。

12月時点で、教務を中心
に、来年度の主な行事予
定を完成させる。
前もって全職員に配布
し、改善点を聞く。

決まった行事から見通しをもって計画
が立てられる。

担当者等を決めて、出来るだけ早く具
体的な取組を始める。

7/ 10

⑥ 職員会議を月2
回に増やす

今は月1回しかないので、議題が多くて、十分
に審議する時間が取れない。

月2回程度にする（来年
度から）

まだ未実施 ５/ 10

Ｉ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
　対話することで、課題の解決方法など色々なことが見えてきた。

①【ターニングポイント 】

パワーアップアンケートを実施して、
職員のみなさんの働きやすさを追求

しよう！

【ターニングポイント③ 】
11月21日の職員研修で、職
員の方から直接アイデアや改
善策を聞くことができて、具体

的に動き始めた。

【ターニングポイント④ 】
コンサルタントとの個別相談で次
に向けての具体的な取り組み方

が見えてきた。

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 大田市立第三中学校（児童生徒8名　教職員約12名）　報告者氏名：浅野葉子

【ターニングポイント② 】
アンケートの結果、困りごとの多
様な現状を知り、これからどう取

り組むかを迷う。

Ｉ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

働き方改革は普段のコミュニケーションから
時間の余裕＋気持ちの余裕

① 隠岐の島町立西郷中学校（児童生徒160名　教職員約20名）　報告者氏名：教諭　高橋英也Ｊ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 隠岐の島町立西郷中学校（児童生徒160名　教職員約20名）　報告者氏名：教諭　高橋英也
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 本校の現状確認 ・本校では既に様々な働き方改革が
なされている。
・ほとんどの先生方が本校の現状を
理解しないまま働いている。

職員会で先生方に本校の取り組み
のどのようなものが働き方改革に
当たるのか考えてもらう。

「気持ちの余裕が生まれた」
「これまで無駄な時間が多かったこと
に気づいた」
「新たな時間を作れそう」

今後も定期的に現状や進捗状況を職
員間で共有していく。

2/ 10

② スクラム担任制
の進化

・単学級で担任を持ちたい先生もい
る。
・３年生の進路指導に課題

・３年生は単学級の担任制にする。
・行事等の期間だけの単学級の担
任を割り当てる。

・生徒も先生方も行事後の達成感が
大きかった。

行事等を工夫して、スクラム担任制の
中でも先生方がやりがいを持ってでき
るようにしていきたい。

3/ 10

③ 単元テストの進
化

・業者のテストでは先生方個人のね
らいに迫るような評価ができない。
・採点が大変。

・業者テストに統一するのではなく
先生方個人個人でテストを実施。

・採点方法や時間確保の方法につい
て検討。

6/ 10

④ 出席簿のデータ
化

・紙媒体の出席簿を使用。
・毎日の記入が大変。

・出席簿をデータ化した。
・指導要録に合わせて、最低限の
記入に変更した。

・記入時間の大幅な軽減になった。
・確認作業も楽になった。

2/ 10

⑤ 職員資料のペー
パーレス化

ペーパー資料が多すぎて、資料の印
刷、配布が大変。先生方も保管や文
書を探すのも大変。

資料を電子化する。
来年度に向けて準備中です。

どのような方法がよいか、情報集中。 8/ 10

⑥ 行事の効率化 ・行事が多く、一つ一つにも時間がか
かる。
・授業時数の確保も大変。

・やめるのではなく、効率的に行事
運営するためにはどうしたらよいか
先生方同士の対話を大切にする。
・振り返りの充実。

先生方から様々な意見が出て、次年
度に繋がりそうである。

大きく変えていかなければいけないも
のは、先生方から出た意見をプロジェ
クトチームなどでまとめ、実行する。

6/ 10

Ｊ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
教職員それぞれ思いは違う。それぞれの思いを汲み取りながら個人個人に合った働き方改革を進めていきたい。

【ターニングポイント② 】
行事など多忙感が強まり、働き方
改革への思いがかなり薄れる

【ターニングポイント① 】
研修をする中で、本校の現状を確認でき、
校長と働き方改革について話す機会が増え
る
＋出席簿データ化という小さな一歩

【ターニングポイント③ 】
職員会を使って、教職員全員で
話し合いをしたことで改革への意
欲が高まった

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

学校の声
「とても楽になった」

③ 隠岐の島町立西郷中学校（児童生徒160名　教職員約20名）　報告者氏名：教諭　高橋英也

【ターニングポイント④ 】
１２月の研修で他校の取り組みなどを聞い
て、自分もやらなければという思いになっ
た。
「プロジェクトチームを始動させる」

Ｊ中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

働き方改革は、お互いの時間を大切にする気持ちから

① 島根県立隠岐高等学校（児童生徒199名　教職員約40名）　報告者氏名：教頭　石倉　修Ｋ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 島根県立隠岐高等学校（児童生徒199名　教職員約40名）　報告者氏名：教頭　石倉　修
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取り組

み

現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 職員会
議の
改善

・司会も発言者も時間を意識意識していない ・ICT活用でペーパーレス化
・事前に全員にメール送信し、各自
PCを持参する
・明瞭で簡潔な説明

・経費節減（印刷紙の注文減）
・資料印刷の手間を省けた

・会議前に資料を読む時間を確保
・運営委員会で内容を精選し、メールで
済ますことも検討する

5/ 10

② 印刷室
美化

・整理整頓ができていない
・可燃ごみ増
・機械に不具合があってもすぐに業者に修理
に来てもらえない

・レイアウトの変更
・裏紙利用の促進
・可燃ごみから資源ごみへ

・経費節減（印刷紙の注文減）
・気持ちよく仕事できる
・可燃物処理費用が大幅削減

・ICT活用でペーパーレス化
・職員室や準備室等にも波及

5/ 10

③ 同僚性
を上
げる

・自分のペースで遅くまで残る方も
・与えられた仕事を一人でもくもくと

・分掌や学年会等チームで業務遂
行の習慣化
・「今お時間よろしいですか」の定
着
・急な欠勤に備えた教材の共有化
（校内LANで共有）

・ミスがあってもチーム内で補いあ
う等効率化だけでなく雰囲気もよく
なった
・コロナ等による急な休みにも対応
できた
・お互い様の気持ちで仲間を見れ
るようになった

・110周年記念事業の準備を各委員会
（分掌）で組織的かつ効率的に行う
・「今よろしいですか」から「〇分よいです
か」への移行も検討
・部員は部長のつもりで、部長は教頭の
つもりで、教頭は校長のつもり一段高い
目線で業務を遂行する

7/ 10

④ 休暇の
取得

・計画的に上手く取得する方もあれば、ほとん
ど取得できていない方もいる

・統一したノー残業デーを設けず、
部活動のOFF日等に年次休暇を取
得しながら早く退勤する

・出張や週末の帰省と絡めて取得
する方も

・離島であるからこそ時間を無駄にしな
い
・長期休業中の閉庁日を早期に設定す
る

7/ 10

⑤ 管理職
の声
がけ

心に響いているかどうか ・管理職がそれぞれのもとに出向
き、状況を把握しながら改善策を
一緒に考える

・職員室の居心地が良い ・教職員の声に耳を傾け、良いアイディ
アを学校運営に反映させる

8/ 10

Ｋ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ 先生方の声

　「すみません」
　「だめだだめだ・・・」

③ 島根県立隠岐高等学校（児童生徒199名　教職員約46名）　報告者氏名：教頭　石倉　修

②ターニングポイント
110周年記念事業準備
始まる（分掌ごと）

先生方の声
「今お時間よろしいで
すか」

【ターニングポイント④ 】
アマゾン会議の試行

【ターニングポイント③ 】
意見交換会

先生方の声
「ノー残業デーは統一しな
いでください」

先生方の声
「今お時間よろしいで
すか」の定着

【ターニングポイント⑤ 】
教職員アンケート

チーム意
識の醸成

時短意識21
ポイント、職
場環境３０ポ
イントアップ

①【ターニングポイント 】
分掌業務が上手く進まず
焦りの声があがる

Ｋ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

現場の皆でアイデアを集め、やれそうなことからやる。
でも、トップダウンも必要。

① 島根県立横田高等学校（児童生徒185名　教職員約46名）　報告者氏名：教諭　神林和夫Ｌ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 島根県立横田高等学校（児童生徒185名　教職員約46名）　報告者氏名：神林和夫
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的難

易度

① 起案・諸届の電子化 紙の稟議をまわす
途中で止まることもある

２月に研修会を行い、その
後試行予定
生徒の欠席届の電子化

生徒の欠席届に島根県共通ア
プリがあれば便利
保護者あて文書のＰＤＦ化も検
討

5/ 10

② 会議資料のペーパーレス化 紙資料を総務部が用意
各分掌から総務への資料提
出が遅れることもある

１２月から施行 個人情報の取り扱い資料の保存をどう
するか

個人情報の取り扱いを検討 2/ 10

③ 会議の時間短縮 説明が長く勤務時間を超え
るもある

協議第の説明の短縮化 資料参照時間の確保
職員朝礼の隔日化

5/ 10
④ 時間単位での年次有給休
暇取得の推進

少ない 管理職から声掛け 取得しようとの話が出ているが、実際に
とるのは難しそう

個別の声掛け 8/ 10

⑤ 定時退勤を促すチャイム 鳴らしていない １月より試行 チャイムを鳴らす手間が増えるだけじゃ
ないのか
教職員のやる気を削がないか

生徒の下校を促すチャイムも
鳴らしたらどうか
個人ごとにノー残業デーを作っ
てはどうか
定時退勤ができない原因の一
つに部活動があるが、部活動
時間の短縮をは辛ければなら
ない。しかし、学校現場での取
り組みに限界がありそう

1/ 10

⑥ 勧誘目的の業者を職員室
に入れない

卒業生の業者が入ってきて
いた

実施済み 仕事が中断せず良い 勧誘の電話もシャットアウトで
きないか

2/ 10

Ｌ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと

①【働き方改革推進委員会 】

「働き方改革挑戦校」座談会を経て開催

【働き方改革推進委員会（運営委員会）】
実態調査方法、アンケートの活用方法等について協議

【教職員勤務実態調査（横田高校版）実施】
業務削減に繋がるアイデアを募集

【働き方改革推進委員会⑥ 】
業務削減に繋がるアイデアのうち６項目を検討

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 島根県立横田高等学校（児童生徒185名　教職員約46名）　報告者氏名：神林和夫Ｌ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ高校 
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県内学校へのメインメッセージ

ICT活用の時代へ
～　広げる・広がる可能性～

① 島根県立松江北高等学校（生徒約760名　教職員約70名）　報告者氏名：伊藤尚子Ｍ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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② 島根県立松江北高等学校（生徒約760名　教職員約70名）　報告者氏名：伊藤尚子

46

取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 職員朝礼の回数
減とペーパーレ
ズ化

基本は職員朝礼は毎週水曜日（火
曜日に運営委員会があるため）の
み。定期試験中は毎日。
朝礼原稿を毎日総務が印刷・配布

学年部によっては月曜に担任のみ
の職員朝礼を実施
朝礼へは全員端末持参。紙ベース
での朝礼原稿の廃止

あまり不都合はない感じ。水曜日の
職員朝礼がどうしても長くなるので、
水曜があわただしい。

必要回数などの再確認 1/ 10

② 「働き方改革」へ
の意識を高め、
学校運営に参
画する

10月に職員研修の実施。
「働き方改革」について共通理解
時間予算ワークショップの実施で学
校運営に参画。
教員の親睦を図る。

ワークショップで「北高働きかた改
革10のアクション」を決定。各分掌
等で検討へ

10個のミッションに上がらなかったも
のの拾い出しをする

それぞれのミッションの進捗状況の確
認
年度末反省でもさらなる業務改善・働
き方改革に関するアイディア募集

2/ 10

③ 職員会議のペー
パーレス化およ
び会議の時間
の短縮

11月に初めてペーパーレス化。
10月と11月の職員会をできるだけ短
時間で行ってみた。

端末持ち込み
時短については、議題を精選。報
告事項は水曜の職員朝礼にまわ
す。

まだ１，２回しかしてないがとくに不都
合な感じはなかった
総務部の会議準備の負担軽減は確
実にできている。

議題等の精選の工夫
北高働き方改革10のアクションのうち
の一つなので、改善後の感想等の集
約。

4/ 10

④ 生徒の朝礼伝達
の効率化

生徒の朝礼伝達事項を生徒用プリン
トにひとまとめにした。
1年生は端末で確認できる。

朝礼伝達をいちいち読み上げず、
端末やスクリーンで提示できるよう
にした

特に不都合はきいていない 1年生の端末利用の習慣化
北高働き方改革10のアクションのうち
の一つなので、改善後の感想等の集
約。

2/ 10

⑤ 生徒の健康観察
の実施方法の
工夫

朝の教室での健康観察簿の紙ベー
スで朝礼後すぐに保健室へ報告。
朝礼後の 4階の教室から1階の保健
室への報告をできるだけなくしたい。

12月中旬より端末からのオンライン
報告も可とした
直接紙ベース持参がよい担任はそ
の方法でも可とした。

直接保健室へ行き、生徒の情報交換
することも大事
朝朝礼から１限までの間にゆとりがで
きた。そのまま朝礼から授業へ教室
にいることも。

北高働き方改革10のアクションのうち
の一つなので、改善後の感想等の集
約。

6/ 10

⑥ 部活動の精選と
教員の意識改
革

校内での検討委員会を立ち上げ、内
規の改定
中高連絡会で中学校との情報共有

校内の内規の j改正
校内での意見交換の場の設定
他校との連携

部活動の数の精選および顧問の配置
についての再検討
活動時間の校内での共通理解とそれ
の遵守

北高働き方改革10のアクションのうち
の一つなので、改善後の感想等の集
約。

8/ 10

Ｍ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｍ高

Ｍ高

Ｍ高

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② 島根県立松江北高等学校（生徒760名　教職員約70名）　報告者氏名：伊藤尚子
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

⑥ デジタル採点の
導入

従来通りの手作業での採点業務
集計作業
教科によっては、答案冊子を回し採
点(大問ごとに採点担当がいる )の
で、同時に採点したいとき不便

８月よりデジタル採点の導入
校内で使用する人が限られている

従来の採点業務から、パソコン上
でのデジタル採点への切替
（当面は希望者が使用）
1文字程度ならAI採点も可
記述式の電子採点も可
採点後の集計作業の効率化

教科によって向き、不向きがある
本校でしか使えないのであれば、特
に無理してなれる必要はない
使ってみたいがめんどくさそう
採点を急ぐので、従来からの慣れた
方法が早い
単純な問題は圧倒的に早い。
採点後集計や転記などがほぼ不要
感触として、３～４割程度の時間の短
縮

各教科に 1名くらいずつマスターの養
成

ゆくゆくは生徒の答案返却も
GoogleClassroomで

6/ 10

Ｍ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

【ターニングポイント⑤ 】
少しずつ利用者が増え
てきた！が…

48

■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
県内で同じデジタル採点ソフト！(数年後にはみんなが 1回は使ってみたことがあるが目標）

①【ターニングポイント 】

デジタル採点の導入
業者による校内研修会

【ターニングポイント② 】
ソフトのインストールが困難

2学期中間試験までの利用者少

【ターニングポイント④ -1】
デジタル採点の推進に
教育委員会も巻き込んで

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

(先生方の声）
パソコンの容量不足ソ
フトのインストールに
時間がかかりすぎてス
トレス

③ 島根県立松江北高等学校（生徒760名　教職員約70名）　報告者氏名：伊藤尚子

【ターニングポイント③ 】
ICT担当者によるミニ研修

【ターニングポイント④ -2】
教科主任者会で再度利用促進を依
頼するも、冷ややか、後ろ向き態度

(先生方の声)
ファーストペンギン
は誰？
しばらく様子見

(先生方の声)
・使ってみたいけど、
手を出す余裕が …
・何回か使って慣れて
きた。いいかも。

校長先生
のおかげ

(先生方の声)
・設定がめんどうで、余計に手間がかかるらしい
・他校へ転勤して使えないならやらない

Ｍ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

県内学校へのメインメッセージ

学校の「これまで」を見直し、
真に必要なことのために、時間を有効に使おう
　・校務の ＩＣＴ化、システム化を進めよう
　・外部人材を積極的に登用しよう
　・情報共有をこれまで以上に「密」にしよう

① 島根県立三刀屋高等学校掛合分校（生徒75名　教職員11名）　報告者氏名：竹﨑修次Ｎ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② 島根県立三刀屋高等学校掛合分校（生徒75名　教職員11名）　報告者氏名：竹﨑修次
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取り組み 現状（昨年度までの状況）） 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 職員朝礼の改善 ・各教員がホワイドボードに連絡事
項を記入
・担任はそれをメモにとり、教室で生
徒に伝達
・毎日８：４０から実施で、８：５５の生
徒朝礼まで慌ただしい

・校務支援システムに前日までに
伝達事項を入力（口頭説明の必要
の有無を記入）
・職員朝礼では朝礼原稿の確認の
み（一部口頭説明が必要な場合は
説明）
・（試行的に）毎週水曜日は職員朝
礼なし

・メモをとる必要がなくなった
・朝の慌ただしさがなくなった
・毎週水曜日は気分的にゆったりと仕
事に迎える

・職員朝礼なしの曜日を増やす
（現在は月・木のみ職員朝礼）
・職員朝礼なしの日であっても必要な
場合は臨機応変に集まって説明や協
議を行う（職員室が一つだけであること
の強み）

1/ 10

② 欠席遅刻連絡シ
ステムの導入

・欠席や遅刻をする生徒の保護者か
ら、毎朝電話で連絡をしてもらう
・電話を受ける必要があるため、朝
が慌ただしい

・欠席遅刻連絡システムを導入し、
保護者の個人端末から連絡をして
もらう

・朝の電話を受ける慌ただしさがなく
なった
・あらかじめ翌日の欠席等が分かって
いる場合、保護者が前日に入力でき
る

・同様にシステム導入ということで言え
ば、「デジタル採点ソフト」を導入し、定
期試験等の採点を効率化したい

1/ 10

③ 職員チャットの
活用

・職員間で共有したい情報を職員朝
礼等でまとめて報告するため、職員
朝礼が長くなる
・職員室内に全職員が常時いるわけ
ではないため、全職員への周知に時
間がかかる

・職員ポータルのチャット機能を利
用し、職員のグループを作成
・職員への共有情報はその都度
チャットに入れ、全職員に周知する

・情報が全職員に漏れなく行き渡るよ
うになった
・職員間の情報共有が素早くなった

・生徒の個人情報を共有したいが、
チャットの誤操作等を考えると、なかな
か生徒の個人情報は入れにくい
・まずは管理職から、ちょっとした情報
でも職員間で共有する習慣をつける

5/ 10

④ ＩＣＴ機器使用の
ための外部人材
活用

・生徒、教職員ともに ＩＣＴ機器を使っ
て発表資料作成や様々な情報発信
をしたいが、ＩＣＴ機器に精通した職員
がいない
・教職員が生徒の指導にあたるが十
分な指導ができない

・教科「情報」の非常勤講師である
外部人材を、ＩＣＴアドバイザーとし
て招へい
・生徒の動画作成のアドバイスや
学校行事のライブ配信など、主体
的に行ってもらう
・教職員アルコールチェック記録簿
への入力を個人端末から行うシス
テムを作成していただいた

・生徒にとってはクオリティの高い成
果物ができ、達成感や充実感があっ
た
・教職員にとっては困ったときの相談
者がいることで安心感が増した

・アドバイザーとして勤務していただく
時間数の増加（ただし、予算上の問題
があり、かなり困難）
・県から月２回派遣されるＩＣＴ支援員
の活用

9/ 10

Ｎ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■所感や県内他校の今後の共助の取り組みのために伝えたいこと
　校務の ＩＣＴ化、システム化を各校ごとに行うことはとても非効率
→　「チーム島根」の教職員として、全校共通の取組を行いたい（人事異動にもスムーズに対応）

①【ターニングポイント 】

（７月）校務支援システムを
使った職員朝礼伝達のシス

テム化

【ターニングポイント③ 】
（９月）欠席遅刻連絡システムの

導入

【ターニングポイント④ 】
（９月）毎週水曜日を職員朝礼な

しの日に設定

【ターニングポイント⑤ 】
（１０月）職員チャットグループ
を作成し、情報共有のシステ

ム化

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 島根県立三刀屋高等学校掛合分校（生徒75名　教職員11名）　報告者氏名：竹﨑修次

【ターニングポイント⑥ 】
（１２月）職員朝礼を毎週月・木

２回のみとする

②【ターニングポイント 】

（７月）教職員アルコール
チェック記録簿入力のシステ

ム化

【アルコールチェック記録システ
ム】教職員は左のカードを各自
持ち、QRコードからアルコール
チェックシステムに入り、出張か
ら直帰後等に、チェック結果を入
力・送信

【欠席遅刻連絡システム】保護
者が送信した欠席・遅刻の情
報が、職員室のパソコンに一
覧表として表示される

Ｎ高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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県内学校へのメインメッセージ

取組のキーワード

スタートアップ時：自主性（自分から手上げ）
実施期（前半）：当事者意識

実施期（後半）：多様性を受けとめる

① 島根県立浜田養護学校（児童生徒105名　教職員約80名）　氏名　教頭：中島克久・落合由美Ｏ特別支援学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。



無断転載禁ずる

② 島根県立浜田養護学校（児童生徒105名　教職員約80名）　氏名：教頭：中島克久・落合由美
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

① 親睦会の見直し ・幹事の業務負担
・慣例で行ってきた活動の必要性に
疑問。
・金銭管理が大変。

・PTで原案作成
・アンケート実施
・結果をもとに改善案提示
・職員会で議決予定

・改善に賛成多数。しかし、スリム化
への懸念の声もある。親睦会の意義
や目的の明確化につながった。

教頭会で他校と共有。 5/ 10

② うまい年休の取
り方ワークショッ
プ

・年休消化率が低い。
・授業の関係で年休が取りにくい現
状
・学部ごとや個人の年休に対する意
識の差が明らかになった。

・学部ごとの年休取得の現状の確
認
・年休についての考えの共有
・年休を取る際の段取り等の明確
化

・学部ごとに、年休についての意見交
換ができた。
・お互いの年休を尊重しようという意
識が芽生え始めた。
・カバーしようとする前向きな雰囲気
ができた。（主事・教務が前向き）
コロナ禍を経験し、少しのことでも動
揺しない。

はまようVOICEにも掲載して校内で共
有。

5/ 10

③ 仕事をする上で
の工夫やコツの
集約

「はまようVOICE」
の作成・配布

・個人の働き方のこつや工夫はある
と思うが、個人の中にとどめてある現
状。共有されていない。
・公務員なので、個々のノウハウを共
有することで業務の効率化につなが
る。

・PTから趣旨提案
・アンケート実施
・PTメンバーで集約・協議・校正
・教職員に成果物を提示予定

・民間は自分オリジナルのこつや工夫
をすべて周りと共有することはためら
うが、公務員なら、共有はすべき。効
率化につながる。
・こんな工夫もあるのかという気づき。
逆の考え方もある。自分にフィットする
ものを選択。

・はまようVOICEにまとめ、校内で共
有。

6/ 10

Ｏ特別支援学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ特支学校

Copyrightc 先生の幸せ研究所 All Rights Reserved.無断転載禁ずる。

Ｏ特支学校



無断転載禁ずる

② 島根県立浜田養護学校（児童生徒105名　教職員約80名）　氏名：教頭：中島克久・落合由美
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取り組み 現状 改善内容 成果・関係者の声

教員・生徒・保護者・地域の声

更なるアクション 主観的

難易度

④ 連絡帳のあり方
検討

・児童生徒のきらり輝く姿をタイム
リーに保護者に伝えることはよいが、
空き時間や休憩中に連絡帳を書くこ
とに追われる。量が増えがち。
・学級通信と内容重複。
・授業準備の時間確保。

・学部内で協議
・主事会で学校としてのラインのす
りあわせや学部ごとのつながりの
調整
・学部協議
・PTA役員会で提案・検討

・生活年齢や発達段階によっても連絡
帳の意味が異なる。よって、学部での
検討をメインに原案作成。
・それをもとに校内の記入のラインの
すりあわせをした。記入量減の方向で
一致。

・PTA総会にて、保護者に周知予定。 ６/ 10

⑤ 教材データの共
有化

・教材作成の時間が足りない。
・学びの連続性をより大切にできるよ
うに。
・前年度教材や指導略案がどこにあ
るのかわからない。前担任に確認す
る時間がもったいない。
・教材作成の効率化や積み上げをよ
り意識できるように。

・PTで検討
・教務部会で検討
・共有化のためのフォルダの仕様
原案作成
・各学部で提示
・整理作業実施予定

・2月末に実施予定。 5/ 10

⑥ 各学部・分掌の
業務見直し、削
減

・各学部・分掌において、小さな見直
しや削減を行っているのに、それを
知らない、気づかない。
・積み残されていることの検討や小さ
な見直しでもみんなに知らせよう。

・PTから提案
・各学部・分掌で小さな見直しの確
認や課題の検討・改善
・見直しや改善を集約
・教職員へ提示

・１月に校内で共有。 ・ 5/ 10

⑦ とりかかれな
かったこと

① 会計業務の簡略化・業務の外注 ② 職員駐車場割り振り検討 ③ 校務支援を活用した連絡事項・朝
礼のやり方検討（高等部）

Ｏ特別支援学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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無断転載禁ずる
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所感や県内他校の取組のために伝えたいこと　
自分の働き方をや暮らしを自分でデザインする
声の上げやすい土壌づくり、すぐできること 1つでも前に、校内への共通理解と巻き込み、 Tryやってみる

①【ターニングポイント 】

特支校うちだけ！

親睦会
見直し

②【ターニングポイント 】
PJ立ち上げ

前向きに考える方多くて嬉しい

教材の共有化

【ターニングポイント③ 】
校内でPTや取り組みへの理解

に温度差があり

年休ワーク
ショップ

【ターニングポイント④ 】
みんなを巻き込んで行くことなし

に効果は半減。

7月　　　　　　　8月　　　　　　９月　　　　　　10月　　　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　１月

推
進
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ

③ 島根県立浜田養護学校（児童生徒105名　教職員約80名）　氏名：教頭：中島克久・落合由美

連絡帳
見直し

はまようVOICE
学部・分掌 削減、
改善、工夫

Ｏ特別支援学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ特支学校
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① 島根県立浜田養護学校（児童生徒105名　教職員約80名）　氏名　中島克久　落合由美Ｏ特支学校

プロジェクトリーダー、サブリーダー、アソシエイトリーダー、プロジェクトメンバー　全16名　　　　　　　　　

Ｏ特支学校

Ｏ特支学校



無断転載禁ずる

Ｏ学校　

Ｏ特支学校

Ｏ特支学校



無断転載禁ずる


